
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

二
四
三

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件

二
四
三

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件

二
四
三

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
件

二
四
四

福
島
県
人
事
委
員
会

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
四
四

告

示

福
島
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
一
項
の
変
更
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
三
十

一
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
三
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ

く
り
課
、
福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業

振
興
部
商
業
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
小
名
浜
店

福
島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
字
愛
宕
町
七
番
地
一
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
い
わ
き
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

歩
行
者
の
通
行
の
利
便
確
保
等
に
係
る
事
項

小
学
校
及
び
中
学
校
の
通
学
区
域
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め

る
こ
と
。

２

廃
棄
物
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
配
慮
に
係
る
事
項

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
な
ど
、
適
切
に
処
理
を
進
め
る
こ

と
。

３

防
災
対
策
へ
の
協
力
に
係
る
事
項

津
波
に
よ
る
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
店
者
等
に
対
す
る
避
難
場
所
等

の
周
知
や
避
難
誘
導
な
ど
の
表
示
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

４

廃
棄
物
に
係
る
事
項

市
内
の
事
業
所
等
に
お
い
て
、
従
業
員
や
顧
客
の
飲
食
や
嗜
好
に
よ
り
排
出
さ
れ
た
か
ん
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
類
及
び
包
装
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。

５

そ
の
他

㈠

建
築
工
事
期
間
中
又
は
営
業
開
始
後
、
苦
情
等
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
関
係
機
関

に
指
導
等
を
仰
ぎ
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

㈡

工
事
機
材
の
搬
出
入
等
に
係
る
道
路
の
破
損
・
汚
損
等
に
留
意
す
る
こ
と
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
穴
堰
水

系
土
地
改
良
区
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、

同
年
四
月
十
五
日
認
可
し
た
。

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
大
成
沢
字
袖
向
甲
一
七
〇
三
の
一
、
甲
一
七
〇
三
の
三
八
、
甲
一
七
〇
三
の

五
〇
、
甲
一
七
〇
三
の
五
一
、
甲
一
七
〇
三
の
五
四
、
甲
一
七
〇
三
の
五
五
、
甲
一
七
七
三
の
一
、

甲
一
七
七
三
の
四
四
、
甲
一
七
七
三
の
一
三
四
、
甲
一
七
七
三
の
一
三
五
、
甲
一
七
七
三
の
一
四
四

か
ら
甲
一
七
七
三
の
一
四
六
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備
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三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
袖
向
甲
一
七
〇
三
の
一
・
甲
一
七
〇
三
の
五
〇
・
甲
一
七
〇
三
の
五
一
・
甲
一
七
七
三
の

一
・
甲
一
七
七
三
の
四
四
・
甲
一
七
七
三
の
一
三
四
（
以
上
六
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。
）
、
甲
一
七
〇
三
の
三
八
、
甲
一
七
〇
三
の
五
四
、
甲
一
七
〇
三
の
五
五
、
甲
一

七
七
三
の
一
三
五
、
甲
一
七
七
三
の
一
四
六

㈡

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

㈢

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈣

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
柳
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
六
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
項
第
二

号
（
漁
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
号
）
第
九
条
若
し
く
は
第
二
十
三
条
又
は
地
方
自

治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
条
、
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
若
し
く
は

第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
と
し

て
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博

施

設

の

名

称

施

設

の

所

在

地

医
療
法
人
社
団
日
新
会

入
澤
病
院
介
護

喜
多
方
市
字
蒔
田
三
一
〇
六
番
地
の
二

医
療
院

福
島
県
人
事
委
員
会

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

笠

間

善

裕

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
三
項
中
「
鼻
疽
」
の
下
に
「
、
豚
コ
レ
ラ
」
を
加
え
る
。

そ

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則

の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
採
用
給
与
課
）
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